
金
滞
官
蹴
志
巻
十
一

今
天
徳
院
に
入
る
小
路
を
ば
、
菱
屋
小
路
と
呼
ぺ
h
v
。
此
の
小
路
の

臭
に
小
家
あ
り
て
、
従
前
は
地
子
地
也
。
若
し
く
は
此
の
地
な
ら
ん

か
と
い
へ
り
。
貝
焼
場
の
名
は
、
昔
は
此
所
に
て
貝
次
を
焼
製
せ
し

故
に
、
貝
焼
場
と
稽
し
、
も
と
は
荒
地
た
り
し
か
左
、
後
K
地
子
地

と
た
し
、
小
家
共
を
建

τた
る
に
や
。

oa
坂

或
は
館
坂
と
書
き
、
が
め
坂
と
呼
ぺ
り
。
奮
停
に
一
武
ふ
。
往
昔
小
志

野
山
地
友
り
し
頃
は
、
此
の
地
甚
だ
し
く
深
き
谷
な
り
け
る
を
、
此

の
道
路
は
戸
室
山
よ
り
伐
石
を
鵠
出
す
道
筋
た
る
に
よ
り
、
迫
々
谷

を
埋
め
て
今
の
如
く
成
し
た
り
と
い
ひ
停
ふ
。
但
し
が
め
坂
と
い
ふ

名
の
曲
線
は
静
か
な
ら
歩
。

。

線

香

場

.

が
め
坂
の
傍
な
る
小
路
の
臭
な
り
。
辰
巳
用
水
の
飴
水
を
以
て
水
車

を
仕
掛
貯
、
線
香
を
製
す
。
金
揮
に
一
於
て
水
車
を
用
ひ
て
物
を
製
す

る
起
訴
也
と
一
宮
ふ
。
近
く
絶
え
た
り
。

O
鼻
か
け
清
水

此
の
清
泉
は
‘
が
め
坂
の
下
よ
り
少
し
上
の
方
に
あ
り
。
甚
だ
冷
水

路
て
.
寒
中
此
の
鑓
水
に
て
口
中
を
漉
ぐ
に
.
冷
気
茜
だ
し
く
絡
に

用
地
陀
一
被
昌
召
上
-
御
替
地
共
、
今
穏
家
数
多
く
に
罷
成
、
諸
事
縮
之
儀

百
姓
共
難
ν
成
に
付
.
町
方
よ
り
裁
許
仕
様
に
被
昌
成
下
-
度
。
と
記
載

す
。
右
願
の
趣
に
依
り
て
か
、
貞
享
四
年
四
月
金
津
町
奉
行
の
書
紋

に
、
金
津
町
よ
り
相
続
く
百
姓
地
‘
石
川
郡
笠
舞
村
・
上
野
村
・
山
崎

領
等
百
姓
と
相
射
を
以
絹
地
仕
有
v
之
者
共
.
自
今
以
後
備
等
之
儀
、

町
奉
行
裁
許
に
被
a
仰
渡
吋
と
あ
り
て
、
是
よ
り
金
津
町
曾
所
の
附
属

地
と
は
成
り
た
り
。
袋
異
記
に
‘
元
文
五
年
四
月
朔
日
小
立
野
新
町

小
家
廿
軒
許
焼
失
‘
近
畿
賓
儲
寺
無
難
。
と
あ
り
。
右
小
立
野
新
町

は
卸
今
一
京
ふ
上
野
町
た
れ
ば
、
そ
の
か
み
小
立
野
新
町
と
呼
ぴ
た
り

し
と
聞
ゆ
。
文
政
四
年
二
月
郡
地
の
ん
7

所
町
曾
所
支
配
地
と
成
り
、

町
名
を
立
て
た
る
時
‘
初
め
て
上
野
町
と
名
付
け
た
り
と
い
へ
ど
も
‘

倫
地
所
は
上
野
の
.
村
地
に
て
、
地
子
米
を
村
方
へ
牧
納
せ
し
を
‘
明

治
十
二
年
郡
地
の
分
悉
く
町
地
へ
屈
せ
ら
れ
た
り
。

。
審
光
寺
坂

此
の
坂
路
は
.
上
野
町
八
幡
の
越
よ
り
山
恩
へ
遜
ふ
道
路
也
。
い
に

し
へ
此
の
地
法
に
善
光
寺
と
い
へ
る
寺
あ
り
し
故
民
、
坂
名
を
呼
ぴ

た
る
た
る
べ
し
。
改
作
所
諸
国
記
陀
載
せ
た
る
元
秘
十
一
年
E
月
涌
波

新
村
百
姓
四
郎
兵
衛
の
寄
付
に
‘
寛
永
六
年
に
辰
巳
御
水
道
出
来
に

金
滞
古
肢
志
巻
十
一

..&.. ，、

鼻
も
欠
く
る
や
う
に
売
ゆ
。
依
っ
て
俗
に
此
の
清
泉
を
鼻
か
け
清
水

と
名
付
け
た
り
と
、
加
賀
古
跡
考
に
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
元
文
二

年
の
加
州
産
物
志
に
‘
石
川
郡
上
野
新
村
領
に
清
水
あ
り
。
は
な
か

け
清
水
と
唱
v
之
と
載
せ
た
り
。
此
の
清
水
の
名
今
は
絶
え
た
り
け

ん
‘
不
v
群
。
或
は
日
く
、
今
善
光
寺
坂
の
下
往
来
脇
に
大
清
水
と
て
、

小
立
野
に
て
第
一
の
清
水
と
云
ふ
あ
り
。
若
し
く
は
此
の
清
水
に
て

も
あ
ら
ん
か
と
い
へ
り
。

O
砲
坂
犬
部
屋
跡

延
貸
金
津
固
に
‘
が
め
坂
の
上
北
側
関
数
六
十
二
閥
、
御
鷹
犬
牽
十

六
人
と
註
し
て
、
自
飴
は
凡

τ
百
姓
地
と
あ
り
。
叉
周
囲
に
、
天
徳

院
の
傍
に
も
御
鷹
犬
牽
十
六
人
.
同
三
人
内
一
人
小
頭
‘
外
に
同
一
人

と
三
固
に
因
し
た
り
。
叉
御
唐
犬
牽
六
闘
を
笠
舞
村
の
方
に
聞
し
た

り
。
此
は
後
々
一
迄
存
せ
し
笠
舞
の
犬
小
屋
也
。
が
め
坂
の
犬
小
屋
は
.

後
に
横
山
同
心
家
中
と
呼
ぴ
て
.
横
山
同
心
の
組
地
と
成
り
た
り
。

。

ょ

野

町

此
の
地
は
上
野
の
村
地
に
て
‘
改
作
所
諸
問
記
に
載
せ
た
る
寛
文
五
年

四
月
上
野
村
百
姓
の
願
書
に
、
私
共
在
所
御
高
之
内
、
金
津
廻
り
百

姓
共
相
封
を
以
て
地
子
に
治
る
し
、
家
を
つ
く
ら
せ
申
分
.
井
に
御

付
.
共
翌
年
御
水
道
上
水
飴
り
申
に
付
、
下
小
立
野
と
申
所
新
開
高

に
被
v
仰
付
吋
共
時
之
御
率
行
方
私
共
被
a
召
建
一
善
光
坂
よ
り
上
は
板

橋
切
、
西
は
川
懸
け
指
除
‘
東
は
御
栗
林
・
い
ち
ご
高
指
除
、
不
v
残

私
共
領
地
に
被
a
仰
付
日
と
あ
り
。

。
賓
崎
寺
跡

上
野
町
の
町
端
た
り
。
寅
瞳
寺
は
愛
宕
の
別
賞
に
て
、
往
昔
は
小
立

野
貨
随
寺
坂
の
高
に
寺
地
を
賜
は
り
、
此
所
に
愛
宕
枇
有
v
之
底
、
元

総
丸
年
奥
村
氏
の
邸
地
を
石
引
町
下
邸
の
地
へ
移
縛
し
‘
共
の
頃
貧

艦
寺
は
小
立
野
上
野
町
の
町
端
へ
移
椋
被
v
命
。
夫
れ
よ
り
此
の
地
に

愛
宕
枇
あ
り
し
か
ど
、
明
治
二
年
紳
働
混
瀦
御
陵
止
に
付
、
別
賞
寅

随
寺
復
飾
す
べ
き
慮
、
願
ひ
に
付
共
の
健
に
相
成
り
‘
愛
宕
の
榊
像
'

は
卯
炭
愛
宕
枇
へ
合
併
相
成
り
‘
共
の
後
由
民
随
寺
は
百
姓
町
山
伏
長

築
寺
の
跡
へ
移
縛
せ
り
。

O
芭

錠

墳

諸
国
翁
墳
記
民
、
加
州
金
城
南
愛
白
血
山
寅
艦
寺
境
内
に
あ
り
。
金
府

小
立
野
蓮
中
。

山

容

し

心

の

底

や

水

の

月

右
鰭
園
翁
墳
記
は
安
政
年
中
の
撰
に
而
、
税
廷
の
事
な
れ
ど
、
共
の

.且.
J、




